
我が社の地球温暖化防止実行計画

事業所名 株式会社環境公害研究センター

策定年月日 平成１６年１０月

１．事業内容

株式会社環境公害研究センターは、地域の環境保全を目的とした調査、計

画、分析等の業務を行う事業者です。

●建設コンサルタント・環境アセスメント部門

・開発行為に伴う環境アセスメント

・河川・湖沼・海域等の水質汚濁等各種シミュレーション

・大気汚染，騒音等予測評価

・ビオトープ計画設計

●調査・分析部門

・水質汚濁項目，飲料水，底質等水質分析

・ばい煙，悪臭，各種有害物質等大気分析

・土壌汚染，廃棄物等調査分析

・動植物等各種自然環境調査

・騒音・振動調査解析

・潮流及び流量調査

・作業環境測定

２．事務・事業から排出される温室効果ガスの主な要因

・事務所での空調、照明、ＯＡ機器等による電気の使用

・事務所、分析室でのプロパンガスの使用

・営業用車両の運行によるガソリン、軽油の使用

・事務所での暖房による灯油の使用

３．温室効果ガスの削減目標

（目標年度：平成２１年度 基準年度：平成１５年度）

二酸化炭素排出量を131.6tｰCO2から125,0tｰCO2にする。（５％削減）

４．温室効果ガス削減に向けての主な施策

●軽油、ガソリンなどの燃料使用量の削減

ａ．定期的な車両点検整備を実施します。

ｂ．アイドリングストップの徹底を図ります。

ｃ．急発進、急加速をせず、経済的な運転で運行します。

ｄ．車輌更新時は低燃費車輌を購入



●電力使用量の削減

ａ．自然光の取り込みや通風を積極的に行います。

ｂ．冷房28℃、暖房20℃を実施します。

ｃ．非使用時、不要場所の消灯を徹底します。

ｄ．パソコン等の非使用時のスイッチオフを徹底します。

ｅ．昼休みの消灯を行います。

５．その他我が社の環境対策

当社では、その他環境対策に関して以下の取組みを実行します。

●廃棄物の削減

①紙類の使用量の削減

ａ．両面印刷、両面コピーを徹底します。

ｂ．使用済み用紙の裏紙利用を進めます。

ｃ．使用済み封筒の再利用化を推進します。

②排出ゴミの分別の徹底・リサイクルの推進

ａ．事務機器の購入については、リサイクルしやすい素材を使用した

製品の購入を進めます。

ｂ．分別回収ボックスを設置し、ごみの分別を徹底します。

ｃ．包装、梱包のリサイクルに取り組みます。

ｄ．自社の業務上に発生する産業廃棄物を削減し、再資源化に取り組

みます。

●グリーン購入の推進

ａ．再生紙への転換を進めます。

ｂ．エコマーク商品や環境に配慮した商品を優先的に購入します。

●環境保全活動への参画

ａ．地域住民、団体及び行政が進める、環境保全活動に積極的に参

加します。

（環境保全活動参加事例）

・いしかわ環境フェアへの出展（自然環境保全について）

・いしかわ農林漁業祭りへの出展（自然環境保全について）

・里山ワーキングホリデーへの参加

・その他市民参加型環境保全活動への参加

問い合わせ 株式会社環境公害研究センター 担当 坂本 志郎

TEL076-268-5330 FAX076-268-9626

URL http://www.nsknet.or.jp/kkkc/


